
『
阿

毘
曇

心
論

』

「業

品
」

に
お
け

る
善

・
不
善

・
無

記

に

つ
い

て

智

谷

鴨
公

和

『
阿
毘
曇
心
論
』
(
)

大
正
蔵
経

以
下
を
略
し
て

『
心
論
』)
「業
品
」
(

)
に
お
け
る
善

・
不

善

・
無
記
が
、
説
か
れ
て
い
る
偈
と
長
行
は
、
大
正
蔵
経
二
八
巻
八

二

二
頁

下
段

の
三
六
偈
と
そ
の
長
行
、
そ
し
て
三
七
偈
と
そ
の
長
行

(大

正
二
八

.
八
二
二

.
下
～
八

一
三
・
上
)
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は

『
心
論
』

と
心
論
系

の
論
書
を
対
照
し
、
.ま
た

『
心
論
』
と

『倶
舎
論
』
等
を
対

比
さ

せ
て
、
善

・
不
善

・
無
記
を
述
べ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
『
心
論
』

の
漢
訳
は
、

法
勝

(

)
造
で
、
僧

提
婆

(

)、

慧
遠
共
訳
に
よ

る
四
巻
本

で
あ

る
。
『
心
論
』
「業
品
」
三
六
偈
は
、

「教
は
当
に
知
る

べ
し
三
種
な
り
。
善
と
不
善
と
無
記
と
な
り
。
意

の

無
教
も
亦
た
然
な
り
。
鯨
に
は
無
記
を
説
か
ず
。
」
と

あ
る
。
三
六
偈

の
長
行
を
意
訳
し
て
み
れ
ば
、
「身
業
の
表
業
の
善
と
は
、
善
心
作
の

身
動

で
、
行
施

・
持
戒
等
で
あ
る
。
身
業
の
表
業
の
不
善
と
は
、
不
善

心
作

の
身
動
で
、
殺
生

・
不
與
取

・
非
梵
行
等
で
あ
る
身
業

の
表
業
の

無
記

と
は
、
無
記
心
作
の
身
動
で
、
威
儀

・
工
巧

・
伎
術
で
あ
る
。
口

業

の
表
業
の
善
と
は
、
善
心
従
り
生
じ
る
口
動
で
、
不
虚
の
言

・
饒
益

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

相
応
の
応
時

の
言
等
で
あ
る
。
口
業
の
表
業

の
不
善
と
は
、
不
善
心
従

り
生
じ
る
口
動
で
、
妄
言

・
両
舌

・
悪
口

・
綺
語
等
で
あ
る
。
口
業
の

表
業
の
無
記
と
は
、
無
記
心
従
り
生
じ
る
口
動
で
あ
る
。」
と
解

釈

さ

れ
る
。

、
心
論
系
の
論
書
と
言
わ
れ
る
も

の
に
、
優
波
扇
多

(

)
釈

『阿
毘
曇
心
論
経
』
(

大
正
蔵
経
,

以
下
を
略
し
て

『
心
論
経
』)
那
連
提
耶
舎

(

)
訳
六
巻
と
、

法
救

(
)

造

『雑
阿
毘
曇
心
論
』
(。

大
正
蔵
経

」

以
下
を
略
し
て

『雑
心
論
』)
僧
伽

跋
摩

(

)
等
訳
十
四
巻
が
あ

る
。
こ
れ
ら
心
論
系

の
論

書
と

『
心
論
』
を
対
照
す

る

と
、
『
心
論
』
「業
品
」
の
三
六
偈

に
対

応
す
る
の
は
、
『
心
論
経
』
「業
品
」
で
は
、
大
正
蔵
経
二
八
巻
八
四
十

頁
上
段

の
三
六
偈
で
あ

り
、
『
雑
心
論
』

「業

品
」
で
は
、
大
正
蔵
経

二
八
巻
八
八
八
頁
下
段

の
百
偈

で
あ

る
。
『
心
論
』
「業
品
」
の
三
六

偈
と

『
心
論
経
』
「業
品
」
三
六
偈
を
対
照

す

れ
ば
、
身
業
の
表
業

の

善

・
不
善
と
、
口
業
の
表
業
の
善

・
不
善

の
説
明
は
、
同
じ
で
あ
る
が

一
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『
阿
毘
曇
心
論
』
「
業
品
」

に
お
け
る
善

・
不
善

・
無
記
に

つ
い
て

(
智

谷
)

無
記

に

つ
い
て
、
『
心
論
経
』
は
、
三
六
偈

の
長
行
に
二
つ
に
分
け
て

説
明
し
て
い
る
。
そ
の
長
行
を
意
訳
し
て
み
れ
ば
、
「そ
の
二
つ
と
は
、

隠
没

と
不
隠
没
と
で
あ
る
。
隠
没
と
は
、
機
汚
無
記
心
の
起
す
身
動
で

あ
る
。
不
隠
没
と
は
、
非
穢
汚
無
記
心
の
身
動
で
あ
り
、
威
儀

・
工
巧

で
あ

る
。」
(大
正
二
八

・
八
四
〇

・
上
)
と
解
釈
さ
れ

る
。
『
心
論
』
「業

品
」

の
三
六
偈
と

『雑
心
論
』
「業
品
」
百
偈
を
対
照

す
れ

ば
、
百
偈

は
、

「作
は
当
に
知
る
べ
し
三
種
。
善

・
不
善

・
無
記
な
り
。
意
業
も

亦
是

の
如
し
。
餘

は
無
記
を
説
か
ず
。」
と
あ

っ
て
、
表
業
と
言

わ
れ

る
も

の
を
、
『雑
心
論
』
は

「
作
」
を
用
い
、
『
心
論
』
と

『
心
論
経
』

は
、

「教
」
を
用
い
て
い
る
。
業
に
つ
い
て
の
内
容
説
明
は
同

じ
で
あ

る
。

た
と
え
ば
、
身
業
の
表
業
に
あ
る
、
善

・
不
善

・
無
記
や
、
口
業

の
表

業
に
あ
る
、
善

・
不
善

・
無
記
や
、
意
業
に
あ
る
、
善

・
不
善

・

無
記
を
説
く
。
ま
た
、
身
業
の
無
表
業
に
は
、
善

・
不
善
が
あ
り
、
無

記
が
な
い
こ
と
や
、
口
業

の
無
表
業
に
は
、
善

・
不
善
が
あ
り
、
無
記

が
な

い
こ
と
は
、
心
論
系

の
論
書
は
同
様
に
説

い
て
い
る
。

『
心
論
』
「業
品
」
の
三
六
偈
に
、
「意
の
無
教
も
亦
た
然
な
り
。
」
と

あ
る
。
「意

の
無
教
」
と
言
え
ば
、
「意
業
の
無
表
業
」
と
解
釈
さ
れ
や

す

い
が
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
意
業
を
説
く
の
に
、
三
六
偈

の
長
行
で
は
、
思

(

)
を
用
い
て
説
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

そ
の
長
行
は
、

「意
業
の
無
教
も
亦
た
三
種
。

謂
く
善

・
不
善

・
無
記

な
り
。
善
心
相
応

の
思
は
是
れ
善
、
不
善
心
相
応
の
思
は
是
れ
不
善
、

無
記

心
相
応
の
思
は
是
れ
無
記
な
り
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
業
や

二

口
業
の
無
表
業
と
は
異
な

っ
て
、
意
業
の
自
性

(
)

は
、
思
で

あ
る
こ
と
を
説
こ
う
と
し
て
、
「意
の
無
教
」
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
三
五
偈

(大
正
二
八

・
八

一
二
・
中
)
に
、
業
を
分
け
て

三
業

・
五
業
と
し
て
説
か
れ
る
箇
所
で
も
、
思
を
用

い
て
い
る
。
次
に
、

無
記
に
つ
い
て
は
、
『
心
論
』
三
六
偈
に
、
「鯨
に
は
無
記
を
説
か
ず
。
」

と
あ
る
。
な
ぜ
身
業
と
口
業

の
無
表
業
に
、
無
記
が
な
い
の
か
。
そ
こ

で
、
三
六
偈
の
長
行
に
は
、

「彼
は
二
種
。

謂
く
、
善
と
不
善
と
に
し

て
無
記
な
し
。
所
以
は
何
ん
。
無
記
心
は
、
蕨
劣
に
し
て
、
そ
れ
は
強

力
業
の
謂
く
、
異
心
中
に
転
じ
て
、
彼

の
相
似
相
随
す
る
こ
と
を
能
は

ず
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
無
記
は

「羸
劣
」
と
言
い
、
「弱
く
て
及

ば
な
い
。
」
性
質
が
、
無
記
で
あ

る

か
ら
、
無
表
業
に
は
善

・
不
善
だ

け
が
あ

っ
て
、
無
記
が
な
い
と
説
い
た
。

こ
の
説
明
は
、

『
心
論
経
』

「
業
品
」
三
六
偈
の
長
行
も

『
雑
心
論
』
「業
品
」
百
偈
の
長
行
も
、
同

様
に

「羸
劣
」
を
用
い
て
無
記
が
説
か
れ
る
。

『
心
論
』
「業
品
」
の
三
七
偈
で
は
、
さ
ら
に
、
無
記

の
説
明
を
加
え

て
い
る
。
三
七
偈
は
、
「色
有
の
無
記
は
二
な
り
。
隠
没
と
不
隠
没
と
な

り
。
隠
没
は
色
に
槃
在
し
、
絵
は
二
界
に
在
り
。
」
と
あ
る
。
無
記
は
、

二
種
類
が
あ

っ
て
隠
没

(有
覆
無
記
、
)

と
不
隠

没

(無
覆
無
記
、
)

で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
三
七
偈

の
長
行
に
、
「色
有
の
無
記
は
二
な
り
。
隠
没
と
不
隠
没
と

な
り
。

と

は
、
身

・
口
業
は
是
れ
色
性
に
し

て
、

業

は
色
性
な

る
を
以
て

の
故

に
、
二
種
な
り
。
隠
没
及
び
不
隠
没
な
り
。
隠
没
と
は
謂
く
、
煩
悩
に
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覆

は
れ
、
亦
た
、
諸
の
煩
悩
よ
り
生
ず
る
な
り
。
異
な
る
は
是
れ
不
隠

没
な
り
。」
(大
正
二
八

・
八
一
二

・
下
～
八
一
三
.
上
)
と
あ
る
。
業
が
、

煩
悩

と
結
び
付
い
て
い
る
か
、
否
か
を
意
味
す
る
も
の
を
、
善
業

・
悪

業
と
言
う
か
ら
、
倫
理
的
判
断
は
煩
悩
と
の
、
不
結
合

・
結
合
に
よ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
業
界
は
、
快

・
不
快
と
い
う
経
験

の
現
実
が

判
断
基

準
と
な
る
。
故
に
、
業
因
そ
の
も

の
と
業
界
と
は
、
判
断
規
準

を
異

に
し
て
い
る
。
業
界
に
善

・
悪
の
判
断
は
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

『
倶

舎

論

』

に

「
染

業

不

応

作

有

説

亦
壊

軌

」
(
大
正
二
九

.
九

二

.
上
)

と

あ

り
、

「
染

の
業

は
不

如

理

で
あ

り
、

礼

義

(

)
を
壊

す

る

の
も

亦

(

)

染

の
業

で
あ

る
。
」

と

説

か
れ

て

い

る
。

こ

の

『
倶

舎

論

』

に
相

当

す

る

、

ゴ

ー

カ

レ
ー
校

訂

本

の

梵

文

は

8

鬘

(

)

で

あ

る

。

本

で

は
、

二

五

八

頁

に
存

す

る

。

染

の
業

に

つ
い

て

は
、

梵

文

『

』

に
説

明

が

あ

り

、

曰
く

、

「
染

の
業

(

)

と

は

、

理

で
も

な
く

、

ま

た

正

理

で
も

な
く

し

て
、

煩

悩

(

)
と

結

び

付

い

て

い
る

こ
と

で

あ

る

。
」

(

)

と

述

べ
、

引

き

つ
づ

い

て
、

「
そ

の
結

び

付

き

に

よ

っ
て
、

は

た

ら

き

出

た

作

意

(

)

が

そ

こ
に

生
ず

る

即

ち

そ

こ
に
存

在

し

て
あ

る

。

こ
う

い
う

場

合

、

そ

の

業

が

不

応
作

(
不
如
理
)
と

言

わ

れ

る

。
」
(

)
こ

の
よ

う

に

煩

悩

(

)
は
、

「
汚

れ

て
あ

る

こ

と

(

)
」

に
、

過

ぎ

な

い

も

の
で
あ

っ
て
、

そ

れ

を

善

・
悪

、

あ

る

い

は
快

・
不

快

と

し

て
判

断

す

る
の
は
、
別
個
の
立
脚
点
に
立

つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
即
ち
倫
理
的
判
断

と
経
験
的
判
断
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
と

い
う

の
で
あ

る
。
煩
悩
自
体

は
、
生
具
的
で
あ
り
、
「汚
れ
て
あ
る
」
と

い
う
現
実
を
示
し

た
に
他

な
ら
な
い
。
か
く
て
、
善

・
不
善

・
無
記
は
、
業

(

)
と
行

(

。
)
と
言
う
、
二
概
念
の
提
起
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
『
心

論
』
あ
る
い
は
心
論
系
の
論
書
に
は
、
「
業
と
行
」
の
二
概

念

に

つ
い

て
、
詳
し
い
説
明
が

な

さ

れ

て

い
な

い
の
で
、
『発
智
論
』
(大
正
二

六
・
九
七
三

・
下
～
九
七
四
・
上
)
を
見
れ
ば
、
二
概
念
に

つ
い
て
詳

し

い
説
明
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
略
す
。
か
く
て
、
業
論
の
構
造
は
、
因
果

性
と
倫
理
性

の
二
重
構
造
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
因
果
性

と
は
、
因
よ
り
果
が
生
ず
る
因
果
の
理
法
で
あ
り
、
倫
理
性
と
は
、
業

を
倫
理
的
に
善

・
悪

の
行
為
と
し
て
示
す

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
倫

理
的
な
善

・
悪

の
行
為

に
限
ら
れ
な
い
要
素

が
な
お
残
る
。
非
善

.
非

悪
の
行
為
を
無
記

の
業
と
言
う
。
業
は
因
果
性
を
原
理
と
し
て
い
て
、

善
果

・
悪
果
に
属
さ
な
い
、
無
記
の
果
も
あ
る
こ
と
を
示
す
。
よ
っ
て

無
記
は
、
業
の
原
理
で
あ
る
因
果
性
を
裏
面

か
ら
証
明
し
て
い
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

倫
理
的
判
断
、
煩
悩
、
不
結
合
、
結
合

(広
島
崇
徳
高
校
非
常
勤
講
師

・

)

『
阿
毘
曇

心
論
』
「
業
品
」
に
お
け
る
善

・
不
善

・
無
記

に

つ
い
て

(
智

谷
)
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